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別記様式第２号（第12第２項(２)関係） 

ＰＰＰ・ＰＦＩ簡易定量評価表 

令和３年４月２日作成 

○事業手法の比較検討の前提条件   【事業期間３０年 落札率９２．４％】 

担当部局課室名 企画部 総合政策課 

事業の名称 
宮城県民会館及び宮城県民間非営利活動プラザに係る 

集約・複合化事業        （新規・建替・運営権） 

事業の目的 

「県有施設等の再編に関する基本方針」及び「仙台医療セン

ター跡地における県有施設の再編に向けた基本構想」を踏ま

え，仙台医療センター跡地において，宮城県民会館及び宮城

県民間非営利活動プラザの集約・複合施設の新築工事を実施

するものである。 

予 定 地 仙台市宮城野区宮城野二丁目地内 

 従来型手法の費用等 
ＰＰＰ・ＰＦＩ手法の費用等 

（ＢＴＯ方式） 

前

提

条

件

等 

事業期間 
設計・建設 ７年 ７年 

維持管理 ３０年 ３０年 

施設面積

（㎡） 

宮城県民会館 ２０，７３３㎡ ２０，７３３㎡ 

みやぎＮＰＯプラザ １，３９５㎡ １，３９５㎡ 

計 ２２，１２７㎡ ２２，１２７㎡ 

整備等（運営等を除く。）費用 ２３，４１３．３百万円 ２２，２３１．９百万円 

＜算出根拠＞ 

「仙台医療センター跡地における

県有施設の再編に向けた基本構想

策定支援業務」において算出 

※落札率92.4%を適用 

従来型手法（落札率100％）より

18.0％削減した額に整備に係る諸

経費を加算したもの 

運営等費用 ３２，１２３．３百万円 ２９，５７８．６百万円 

＜算出根拠＞ 
同上 

※大規模修繕費用のみ落札率92.4%を適用 

従来型手法より7.0％削減した 

額にSPC運営費用を加算したもの 

利用料金収入 ５，４５０．９百万円 ５，４５０．９百万円 

＜算出根拠＞ 同上 従来型手法と同額を計上 

資金調達費用 １，８００．３百万円 １０，３２３．０百万円 

＜資金調達 

算出根拠＞ 

自己資金 

（一般財源） 
６，０１７．２百万円 ５８６.１百万円 

起債 １７，３９６．１百万円  

 
利率， 

償還方法等 

金利       ０．６％ 

償還期間      ３０年 

支払方法等  元利均等償還 

 

補助金 － － 

市中銀行借入  ２２，３５３．６百万円 

 
利率， 

償還方法等 
 

金利       ２．６％ 

償還期間      ３０年 

支払方法等  元利均等償還 

建中金利     ４．６％ 

調査等費用 － ６０.０百万円 

＜算出根拠＞ 従来型手法の場合は想定せず 
導入可能性調査等の費用及びその

後の業務委託の費用の想定 
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税金 － ４６１．６百万円 

＜算出根拠＞ 従来型手法の場合は想定せず 
各年度の損益に法人実効税率

31.98％を乗じて算出 

税引後損益  １，４２８．０百万円 

＜算出根拠＞ 従来型手法の場合は想定せず 
EIRRが5％以上確保されることを想

定 

合計 ５１，８８６．０百万円 ５８，６３２．２百万円 

合計（現在価値） ３５，５５１．２百万円 ３８，９４３．４百万円 

財政支出削減額（削減率）  
▲３，３９２．２百万円 

（▲９．５％） 

割引率 １．８％ １．８％ 

 

単位：百万円 

 

 

 

●県の財政負担額 
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別記様式第２号（第12第２項(２)関係） 

ＰＰＰ・ＰＦＩ簡易定量評価表 

令和３年４月２日作成 

○事業手法の比較検討の前提条件   【事業期間３０年 落札率１００％】 

担当部局課室名 企画部 総合政策課 

事業の名称 
宮城県民会館及び宮城県民間非営利活動プラザに係る 

集約・複合化事業        （新規・建替・運営権） 

事業の目的 

「県有施設等の再編に関する基本方針」及び「仙台医療セン

ター跡地における県有施設の再編に向けた基本構想」を踏ま

え，仙台医療センター跡地において，宮城県民会館及び宮城

県民間非営利活動プラザの集約・複合施設の新築工事を実施

するものである。 

予 定 地 仙台市宮城野区宮城野二丁目地内 

 従来型手法の費用等 
ＰＰＰ・ＰＦＩ手法の費用等 

（ＢＴＯ方式） 

前

提

条

件

等 

事業期間 
設計・建設 ７年 ７年 

維持管理 ３０年 ３０年 

施設面積

（㎡） 

宮城県民会館 ２０，７３３㎡ ２０，７３３㎡ 

みやぎＮＰＯプラザ １，３９５㎡ １，３９５㎡ 

計 ２２，１２７㎡ ２２，１２７㎡ 

整備等（運営等を除く。）費用 ２５，３３９．１百万円 ２２，２３１．９百万円 

＜算出根拠＞ 
「仙台医療センター跡地における

県有施設の再編に向けた基本構想

策定支援業務」において算出 

従来型手法（落札率100％）より

18.0％削減した額に整備に係る諸

経費を加算したもの 

運営等費用 ３３，２７５．２百万円 ２９，５７８．６百万円 

＜算出根拠＞ 同上 
従来型手法より7.0％削減した 

額にSPC運営費用を加算したもの 

利用料金収入 ５，４５０．９百万円 ５，４５０．９百万円 

＜算出根拠＞ 同上 従来型手法と同額を計上 

資金調達費用 １，９４８．４百万円 １０，３２３．０百万円 

＜資金調達 

算出根拠＞ 

自己資金 

（一般財源） 
６，５１２．１百万円 ５８６．１百万円 

起債 １８，８２７．０百万円  

 
利率， 

償還方法等 

金利       ０．６％ 

償還期間      ３０年 

支払方法等  元利均等償還 

 

補助金 － － 

市中銀行借入  ２２，３５３．６百万円 

 
利率， 

償還方法等 
 

金利       ２．６％ 

償還期間      ３０年 

支払方法等  元利均等償還 

建中金利     ４．６％ 

調査等費用 － ６０.０百万円 

＜算出根拠＞ 従来型手法の場合は想定せず 
導入可能性調査等の費用及びその

後の業務委託の費用の想定 
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税金 － ４６１．６百万円 

＜算出根拠＞ 従来型手法の場合は想定せず 
各年度の損益に法人実効税率

31.98％を乗じて算出 

税引後損益  １，４２８．０百万円 

＜算出根拠＞ 従来型手法の場合は想定せず 
EIRRが5％以上確保されることを想

定 

合計 ５５，１１１．８百万円 ５８，６３２．２百万円 

合計（現在価値） ３７，７５６．９百万円 ３８，９４３．４百万円 

財政支出削減額（削減率）  
▲１，１８６．５百万円 

（▲３．１％） 

割引率 １．８％ １．８％ 

 

単位：百万円 

 

 

 

 

●県の財政負担額 


